
山岡淳先生を偲んで

� 一般財団法人ＭＯＡ健康科学センター
� 業務執行理事　内田　誠也

　山岡淳（やまおかきよし）先生が令和３年８月16日に、享年92歳でご逝去されました。
　山岡先生は昭和４年に福岡県福岡市薬院町でお生まれになり、昭和33年に日本大学大学院文学研究科
心理学専攻博士課程満期退学後、日本大学文理学部非常勤講師などを経て、昭和47年に日本大学教授、
平成９年に文京女子大学教授を歴任されました。その後、大学での功績が認められ、平成21年に瑞宝中
綬章を叙勲されました。
　先生のご功績の一つとして、国産第一号脳波計（木製号）を用いて日本で初めて脳波のアルファ波を
記録されたことが挙げられます。木製号は有名大学医学部と大病院などに４台納入され、その一台が日
本大学心理学部にあったそうです。当時、先生は日本大学の学生でありましたが、研究に対する情熱が
高く、様々な工夫を凝らすことで、他の大学医学部や大病院の研究者が成し遂げられなかった脳波の計
測を、見事に達成されたそうです。先生は大変お酒がお好きで、酔われるとその当時の話を懐かしそう
に誇らしげに語られ、私はその話を伺うのがいつも楽しみでした。その後、先生は脳波を心理学の分野
に広め、生理心理学という新しい科学領域を創られ、その発展に貢献されました。特に、瞑想やヨガ、
坐禅、催眠、気功の生理心理学的な研究は世界的な先駆けとして行われ、現在の統合医療のエビデンス
の基礎となっております。
　私が先生と初めてお会いしたのは、平成３年にＭＯＡ九州生命科学研究所が福岡県粕屋町に開所し、
研究員として働き始めた頃でした。研究に関しては厳しい面を持っておられましたが、人間味あふれ
る、優しい先生という印象でした。その後、何度もお酒をご一緒させていただきましたが、愚痴や悪口
などが話題に上がることはなく、愉快で、楽しい話題で盛り上がり、周りに人が集まるような先生でし
た。その当時の私は、職場環境やプライベートのことで悩むことが多く、その度に胸の内を先生に吐き
出し、聞いていただきました。先生は私の話をよく聞いて、共感していただき、本当に精神的に救わ
れ、現在の私があるのは先生のお陰であると感謝いたしております。
　一方で、先生は深刻な病気も体験されました。平成３年と平成５年に大腸がんの手術を受けられまし
たが、特に２度目は癒着がひどくて、すべてを切除できませんでした。先生はこの危機的な体験を通し
て考えをまとめられ、当財団のホームページ（http: //mhs . or. jp/blog/2014/03/post-4 . html）
にエッセイとして寄稿されました。その一文を紹介いたします。

「確かにストレスには、悪玉なものが多いのは事実でありますが、善玉と見なされるようなストレ

スもあるのです。

① むしろ「善玉ストレス」は多く存在するし、大いに活用すべきである

② 適度のストレスは軽度の緊張を産み易いので、避けるのではなくむしろ歓迎すべきである

③ 『悪玉』を『善玉』と変容できるのは、その受け入れる側の「姿勢」次第である

という持論を持ってきました。」

　つまり、がんになるということは大変なストレスです。先生は、そのような状態の中で、「がんと共
に活動しよう」という考え、「共活」という考えに至られました。「『悪玉』を『善玉』と変容できるの

は、その受け入れる側の「姿勢」次第である」ということを自ら実践され、平成18年には精密検査でが
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んが見つからず、寛解という奇跡を体験されました。
　当財団においては、平成４年から平成７年にかけて研究助成を行い、気功や岡田式浄化療法の研究を
行っていただきました。平成15年４月に当財団の研究顧問に就任されてから、積極的に岡田式浄化療法
の研究にかかわっていただき、多くの論文や学会発表に関して助言をいただきました。2012年に海外の
代替相補医学誌に岡田式浄化療法の研究が掲載されましたが、実験デザインは先生のアドバイスによる
ものであり、先生のご助言がなかったら、論文がその雑誌に掲載されなかったと思っております。誠に
ありがとうございました。晩年は当財団の研究員の育成にご尽力くださり、木村主任研究員は日本応用
心理学会理事、私は日本生理心理学会評議員として、学術学会で貢献できるように道を作っていただき
ましたことに感謝申し上げます。
　最後に先生と行った研究の業績として、一輪のお花の生理心理学的効果に関する研究が、令和元年の
日本応用心理学会で優秀大会発表賞をいただきました。その大会は先生の母校である日本大学で開催さ
れ、先生が育てた日大オーケストラの演奏が行われている中で授賞式が行われ、先生はとても感激して
おられました。その時は、これが先生との最後の思い出になるとは思いませんでした。
　山岡先生は、天国で大好きだったお酒を飲みながら、私たちを見守っていただいていると思います。
長年にわたる研究に関するご助言、またお酒を飲みながらの心温まるお導きに心より感謝申し上げま
す。当財団の研究がさらに充実し、岡田式健康法が社会に認められるように、職員一同頑張ってまいり
ます。有難うございました。

【職名、学位】 日本大学名誉教授、文学博士（日本大学）
【専 門 領 域】  生理心理学、脳波計測、ポリグラフ、ヨガ、坐禅、瞑想、

気功、香りの研究
【所 属 学 会】  日本心理学会、日本応用心理学会（名誉会員）、日本生理

心理学会（名誉会員）、日本パーソナリティ心理学会（名
誉会員）
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【略 歴】

昭和４年（1929）７月25日生まれ
　　　　　　　　（福岡県福岡市薬院町）
昭和28年（1951）３月
　日本大学文学部心理学科卒業
昭和30年（1955）３月
　日本大学大学院文学研究科心理学専攻修士課程修了
昭和33年（1958）４月
　日本大学大学院文学研究科心理学専攻博士課程満期
退学
昭和33年（1958）７月
　日本大学文理学部非常勤講師（担当科目心理学）
昭和39年（1964）４月　日本大学助教授
昭和41年（1966）１月～昭和42年１月
　オーストリア国立ウィーン大学哲学学部神経心理学
研究所に留学（H. Rohracher教授に師事）
昭和47年（1972）４月　日本大学教授
昭和63年（1988）６月
　文学博士（日本大学�第3653号）
平成９年（1997）４月　文京女子大学人間科学部教授
平成21年（2009）４月　瑞宝中綬章を叙勲

【ＭＯＡとの関係】

平成３年（1991）11月
　ＭＯＡ九州生命科学研究所理事
平成４年（1992）
　研究助成　「気功の生理心理学的研究」
平成５年（1993）
　研究助成　「気功の生理心理学的研究（第２年次）」
平成７年（1995）
　研究助成　「気功・浄霊の生理心理学的基礎研究」
平成15年（2003）４月
　（財）エム ･オー ･エー健康科学センター研究顧問
平成20年（2008）６月
　（財）エム ･オー ･エー健康科学センター顧問

【ＭＯＡ健康科学センターにおける山岡先生が関わっ
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